
一般的にメダルはコインのような支払い価値を持っていない。それらは戦争や結婚式のような出来事や人物を

記念するために用いられてきた。かつて、メダルはコインと同様の形態であったが 19 世紀の終わりアールヌー

ボーの影響下で変貌し、芸術表現になった。それでも小さく繊細で手のひらサイズのオブジェであることは変

わっていない。アートメダルの発展は、日本のアーティスト瀬田哲司（1960〜）の作品でよくわかる。瀬田の

メダルは、メダルアートの最先端である。それらはもう閉じられた丸いオブジェクトではなく、軽く開放的で

そして立体的である。

彼は最初に蟻のメダルを創った。おそらくメタファーだろう。蟻は永久に同じ行為を繰り返しているが、それ

は人間にも言えることではないか？このメダルは英国美術メダル協会のために 2006 年に造られたもので、ビッ

グ・ヒットであり、瀬田の名前は大きく知られるようになった。それ以来、瀬田は金属を使った日記的表現を

続けている、ときにはブロンズで、ときには銀で。そして彼は何が特別な出来事なのかを考えている。結婚式、

賞へのノミネート、それとも金魚の死？彼は人生と自然の営み (主に彼の庭で繰り広げられる )の両方の出来

事を結びつける 。一見それらは関係ないように思えるが、彼のメダルのなかで調和してより深い意味が生ま

れる。

瀬田の仕事のよい例は 2011 年制作のメダルである。彼は第一回 Jaap van der Veen/Teylers Museum Prize 

for the Contemporary Art Medal の 5 人のノミネート作家の 1人であった。審査員の一人として私は審査の決

定をすべての参加者に知らせなければならなかった。結局、瀬田は選ばれず、私の Eメールによってその知ら

せを受け取った。このとき、瀬田は、彼の庭の金魚の死と Eメールを受け取ったことを結びつけたメダルを創っ

た。これら２つの出来事は偶然の一致だろうか ? たぶんそうだろうが、そのとき以来私はかわいそうな金魚を

殺した罪をずっと感じている。幸運にも、2017 年に彼は再びノミネートされて、この名誉ある賞を勝ち取った。

この賞はこれまでの優れた仕事と今後の活躍が期待される中堅キャリアの作家を表彰することを目的としてい

る。

瀬田の仕事は、金属を使った日記的表現だけではない。いくつかのメダルはテーマで結びつけられる。例えば、

１つ目のメダルでは緑色の芋虫が葉を食べ、２つ目のメダルではカマキリが緑色の芋虫を食べるといったよう

な。彼は幾つかのシリーズを制作する。『Seasons in my garden』、『short poems』（短歌や俳句などの日本固

有の詩）、『finger size medals』（植物のディテールを再現した美）、『greeting medals』（他のアーティスト

と交換したりコレクターに販売する）など。瀬田は言う、「宇宙は、2つの面を持つメダルのようにパラレルで

ある。私は宇宙が単一ではなく複数であることに気づいた。それは 2つの面を持つメダルと同じである。私達

はメダルの両面を同時に見ることができない。私達はそれを見るために回転させる必要がある。そのため私達

はそれが連続しているかのように錯覚するのである。」
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瀬田は異なる要素の形を組み合わせる。例えば、円や長方形と彼が自然から拾ってきた小さな形を。メダルは

薄く仕上げられ、自然は実物大で詳細に再現される。瀬田はメダルを自分自身で鋳造するが、プロセスの詳細

は彼だけが知っている。彼はワックスモデルを作成し石膏で覆う、そしてそれをワックスが溶けて外に流れる

まで熱す。残った石膏は融かした金属を流し込む型として使われる。金属が冷却した後、石膏は取り除かれて

メダルが残る。最後に磨いて完成する。瀬田は毎日のように新しいメダルを創りたいと思っているが、仕上げ

に時間がかかるのが難点である。彼のメダルは”主題”と”仕上げ”が相まることで、素晴らしく美しい。

瀬田は 1960 年名古屋市に生まれ、1986 年東京藝術大学を卒業した。現在は、名古屋芸術大学の准教授である。

彼は鋳造技術の専門家であり、国際的に有名なアーティストでもある。彼はこれまで写真や絵画などのシリー

ズも制作してきたが、メダルアートには 2006 年に出会った。そしてそれから数年後の 2012 年、 FIDEM( 国際美

術連盟 )のグランプリを受賞する。自然は彼にとって重要な要素である。瀬田は言う。「自然はどこにでもあ

り普遍的である。そして自然は私にすばらしい美を示してくれる。美、それはそこにあるものである。」

※テイラーズ美術館：1784 年に開館したハーレムにあるオランダで最も古い美術館。様々な化石や鉱物、科学

的器具、そしてミケランジェロのドローイングなどの美術作品が公開されており、瀬田哲司の作品もコレクショ

ンされている。
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